
歌に合わせて体を動かすふれあい遊びをいくつかご紹介しま

す。歌や動きは単調な繰り返しですが、じっくり体を触れ合

わせることが一番の楽しさです。歌いやすいようにやりやす

いようにアレンジしながら遊んでみてくださいね。 

『あしあし あひる』 

（親子で同じ向きに立ち、大人の足の上にお子さんの足をのせ一

緒に歩きます。両手を支えてあげてくださいね） 

♪あしあし あひる かかとをねらえ 

 あしあし あひる かかとをねらえ 

 

『ぎっちらこ』 

（向かい合わせに膝を軽く立てて座り、両手をつなぎます。歌に合

わせて前後に体を倒します。お子さんのが後ろに倒れて頭をぶつ

けないよう、マットの上などで遊ぶと安心です） 

♪ ぎっちらこ ぎっちらこ 

  おふねが ぎっちらこ 

 

 

  

お買い物ごっこに参加しました。ぞう組のお兄さんたちがお店屋さんをしてくれて、うさぎ組はお客さんの役で

した。お買い物カバンを見せ、「２階にお買い物に行こう！」と声をかけると、「おーーー！！」と勢いよく出発！ 

少し前から、お買い物ごっこに興味が出てきていたので、カバンを見ただけで嬉しくなっていたようです。２階

のホールに着くと、いつもと違う雰囲気に緊張する様子もなく、それぞれ気になるお店へ駆け寄る子どもたち。

お店屋さんのお兄さんお姉さんや近くの保育者に助けてもらいながら、担任が離れていても、お買い物を楽しめ

ていました。買ったものをカバンに詰めていくのも楽しそうにしていましたよ。普段、なかなかじっくり関わる

機会の少ない、幼児クラスのお兄さんお姉さんと、ほんの少しですがやりとりできたのも良い経験になりまし

た！ 
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お買い物ごっこ 

うさぎぐみだより 

数か月前までは、子ども同士の関わりとい

えば、同じことを一緒にすることを楽しむ

姿が多く見られました。「一緒！」が楽しか

ったので、言葉のやりとりというよりは、一

緒に笑ったり走ったり…が中心でした。最

近は関わり方が、言葉や仕草のやりとりを

楽しむ姿に変わってきたように思います。

「はい どうぞー」と渡したり、受け取って

食べて、「おかわりくださーい」とまた手を

差し出したり、子どもたちなりにその世界

観を共有しながら、遊びを展開してく姿が

見られます。保育者が仲介しなくても、楽し

そうなやりとりがあちこちから聞こえてく

るようになりました。ごっこの世界は、普段

の生活をよく見ているなと感心してしまい

ますね。 

日中もだいぶ冷え込むようになりましたね。寒さに負けず元気いっぱいに園庭遊びや散歩を楽しむ子ども

たち。ひなたに出て太陽を眩しそうに見上げたり、お部屋に戻ってくると「あったかいね」と言ったり、外

の寒さ・室内の暖かさを子どもたちなりに感じ取っているようです。冬はこれからが本番。少しずつ寒さに

体を慣らしていきながら、無理なく体力をつけていけるようにしていきたいです。 

やりとり遊び ふれあい遊び♪ 


